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を
はじめてみませんか？

SDGsSDGs今からはじめる

SDGs
　

現
在
、
世
界
中
の
様
々
な
国
が
環
境

問
題
や
貧
困
、
紛
争
な
ど
数
多
く
の
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

S
D
G
s
と
は
、
2
0
3
0
年
ま
で

に
世
界
中
に
あ
る
問
題
を
み
ん
な
で
解

決
し
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
世
界

に
し
て
い
く
た
め
に
、
国
連
が
掲
げ
る

17
の
目
標
の
こ
と
で
す
。

S
D
G
s　

と
は
?

　

町
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

す
最
上
位
計
画
「
地
域
経
営
計
画

2
0
1
6
後
期
計
画
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。後
期
計
画
で
は
、S
D
G
s
の
理

念
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り　

と　

S
D
G
s

　

S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
に「
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
方
法
は
、

そ
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

目
標
達
成
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
の
協
力
が

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」S
D
G
s
の

達
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

出典：Unicef
私たちがつくる持続可能な世界
～SDGsをナビにして～

［貧困］
あらゆる場所あらゆる形態の貧
困を終わらせる

［飢餓］
飢餓を終わらせ、食料安全保障及
び栄養の改善を実現し、持続可能
な農業を促進する

［保健］
あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促
進する

［教育］
すべての人に包摂的かつ公正な
質の高い教育を確保し、生涯学習
の機会を促進する

［ジェンダー］
ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児のエンパワーメ
ントを行う

［水・衛生］
すべての人々の水と衛生の利用
可能性と持続可能な管理を確保
する

［エネルギー］
すべての人々の、安価かつ信頼で
きる持続可能な近代的なエネル
ギーへのアクセスを確保する

［経済成長と雇用］
包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する

［インフラ、産業化、イノベーション］
強靭（レジリエント）なインフラ
構築、包摂的かつ持続可能な産
業化の促進及びイノベーション
の推進を図る

［不平等］
国内及び各国家間の不平等を是
正する

［持続可能な都市］
包摂的で安全かつ強靭（レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

［持続可能な消費と生産］
持続可能な消費生産形態を確保
する

［気候変動］
気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

［海洋資源］
持続可能な開発のために、海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な形
で利用する

［陸上資源］
陸域生態系の保護、回復、持続可
能な利用の推進、持続可能な森
林の経営、砂漠化への対処ならび
に土地の劣化の阻止・回復及び生
物多様性の損失を阻止する

［平和］
持続可能な開発のための平和で包摂
的な社会を促進し、すべての人々に
司法へのアクセスを提供し、あらゆ
るレベルにおいて効果的で説明責任
のある包摂的な制度を構築する

［実施手段］
持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する



3 広報たかねざわ（2022・3月号）

　節電して、エネルギ
ーの無駄遣いを減ら
しましょう。

使っていない電気を
　　　　消しましょう 　プラスチックごみを

減らして、自然を守り、
野生動物たちを守りま
しょう。

マイバッグを使いましょう

　自転車や徒歩で通勤
すれば、車の排気ガスに
よる地球温暖化や渋滞
問題の解消につながり
ます。

エコ通勤をしましょう

　ペットボトル、ビン、
缶などをリサイクル
しましょう。
　町ホームページの
「分別に迷った時に」
ページを参考にして
ください。

身の回りのものをリサイクルしましょう

　地元のものを消
費することで、地元
産業の支援になり、
地域の雇用が守ら
れます。

地元で買い物をしましょう

　食品を買うときは、
「食べきれる分」だけ買
って食品ロスを削減し
ましょう。

食品は「食べきれる分」だけ買いましょう

　エアコンの温度を、
無理のない範囲で冬
は低め、夏は高めに
設定しましょう。

エアコンを上手に使いましょう

SDGs今からはじめる今からはじめる今からはじめる

SDGsSDGs
　SDGsを達成するために『私たちにできる
こと』の一部をご紹介します。
　これらを参考に、自分自身が関心を持て
る目標について考え、行動してみましょう。

町ホームページ
「分別に迷った時に」

◆問合せ先　企画課　☎６７５・８１０２
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おしらせ

マイナポイント事業第　弾がスタート!2

マイナポイントの受取り方法
　総務省のホームページから、
必要な手続きを進めてください。
◆問合せ先
　企画課　緯６７５・８１０２ 総務省

ホームページ

①マイナポイント第　弾に申し込んでいない人1
※キャッシュレス決済サービスで、チャージまたはお買い物をする必
要があります。

最　大
　5,000円
　　相当のポイント

②マイナンバーカードの健康保険証利用の申込みをした人
③公金受取口座を登録した人
※口座登録の手続きは今後開始予定です。

それぞれ
7,500円
　　相当のポイント

マイナポイントの

  利用イメージ

転
入
・
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る
場
合
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
が
必
要
で
す

　

転
入
や
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る

場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住

所
変
更
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

カ
ー
ド
に
設
定
し
た
暗
証
番
号

　
（
4
桁
数
字
と
6
～　

桁
の
英
数
字
）

16

※
転
入
し
た
日
か
ら　

日
以
内
に
手
続

90

き
を
行
わ
な
い
場
合
、
カ
ー
ド
は
自

動
的
に
失
効
し
ま
す
。

注意事項
※ポイントを受け取るためには、9月30日（金）まで
にマイナンバーカードの申請が必要です。
※②、③のポイント付与の開始時期は今年　月ごろの6
予定です。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
中
に

　

転
出
す
る
人
へ

　

交
付
申
請
中
に
転
出
す
る
と
、
高
根

沢
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
転
入

先
の
市
区
町
村
で
改
め
て
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

住
民
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
0

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
考
え
て
い
る
人
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
住

民
課
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
場

に
来
た
際
に
あ
わ
せ
て
申
請
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

◆
持
ち
物

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅
券
、
保
険

証
、
学
生
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
中

か
ら
あ
わ
せ
て
2
点
）

・
通
知
カ
ー
ド

※
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
住

民
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
点

・
写
真
撮
影
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人

の
み
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

・
1
人　

分
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

20

窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
時
間
に
よ
っ
て
は
お
待
た
せ

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・　

歳
未
満
の
人
で

15も
親
権
者
な
ど
の

法
定
代
理
人
が
同

行
し
て
い
れ
ば
、

申
請
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

住
民
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
0

※上記①のみ
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Information

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
3
年　

月
か
ら
令
和
4
年
1
月

12

に
か
け
て
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
意
見
募
集
期
間

　
　

月　

日
（
金
）
～
1
月　

日
（
火
）

12

10

11

◆
公
表
し
た
資
料
と
結
果

①
高
根
沢
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
（
案
）

②
高
根
沢
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

（
案
）

③
令
和
4
年
度
当
初
予
算
編
成
経
過

◇
提
出
さ
れ
た
意
見
（
人
数
）

　

0
件
（
0
人
）

④
高
根
沢
町
障
害
者
元
気
プ
ラ
ン
2
0

2
1
（
案
）

◇
提
出
さ
れ
た
意
見
（
人
数
）

　

2
件
（
1
人
）

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
意
見
の
詳
細
や
意
見
に
対
す

る
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

①
総
務
課　
　
　

緯
6
7
5
・
8
1
0
1

②
地
域
安
全
課　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

③
企
画
課　
　
　

緯
6
7
5
・
8
1
0
2

④
健
康
福
祉
課　

緯
6
7
5
・
8
1
0
5

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
（
3
回
目
）
接
種
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
町
で
使
用
し
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
と
武
田
／
モ
デ
ル

ナ
製
で
す
。
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
量
は
半
分
ず
つ
の
割
合
で
す
が
、
3

月
中
旬
頃
に
は
町
で
使
用
す
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
製
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
し
て
実
施
し
て
い
た
個

別
接
種
に
お
い
て
も
、
今
後
は
武
田
／

モ
デ
ル
ナ
社
製
を
併
用
し
て
使
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

3
月
の
個
別
接
種
に
お
け
る
使
用
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
確
定
申
告
会
場
で
の
お
願
い

①
マ
ス
ク
の
着
用

②
少
人
数
で
の
来
場

③
会
場
入
口
で
手
指
の
消
毒
及
び
検
温

④
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
人
は
来

場
を
控
え
る

⑤
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

（
順
番
の
呼
出
し
に
使
用
）

⑥
受
付
後
は
車
で
の
待
機

⑦
暖
か
い
服
装
で
の
来
場

◆
問
合
せ
先　

税
務
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
3

申
告
は
お
済
で
す
か
?

所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
相
談
会

◆
相
談
期
間　

3
月　

日
（
火
）
ま
で

15

※
対
象
地
区
の
割
振
り
日
や
注
意
事

項
は
、
広
報
た
か
ね
ざ
わ
2
月
号
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

・
午
前
の
部　

8
時　

分
～　

時

30

11

・
午
後
の
部　
　

時
～　

時

13

15

　

※　

時
以
降
の
受
付
は
、
午
後
の
申

11告
相
談
に
な
り
ま
す
。

◆
場
所　

役
場
大
会
議
室

◆
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

　

接
種
券
は
2
回
目
接
種
を
完
了
後
、

6
～
7
ヶ
月
を
経
過
し
た
人
か
ら
順
番

に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

2
回
目
接
種
か
ら
6
～
7
ヶ
月
を
過

ぎ
て
も
、
接
種
券
が
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

緯
6
8
0
・
1
1
5
5

　
　
　
　
　
　
（
平
日
9
時
〜　

時
）

17

※　月以降の状況は、国からのワクチンの供4
給量が決まり次第お知らせします。

使用ワクチン接種日

ファイザー　月28日（月）～　月　日（土）2 3 5

武田/モデルナ　月　日（月）～12日（土）3 7

ファイザー　月14日（月）～19日（土）3

武田/モデルナ　月22日（火）～26日（土）3

ファイザー　月28日（月）～　月　日（土）3 4 2

◆
交
互
接
種
に
つ
い
て

　

追
加
接
種
と
初
回
接
種
で
使
用
す
る

ワ
ク
チ
ン
が
異
な
る
「
交
互
接
種
」
は
、

効
果
や
安
全
性
を
評
価
し
た
米
国
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
同
種
接
種
と
効
果
や
副

反
応
に
差
が
無
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
早
期

に
追
加
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
た
め
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
交

互
接
種
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。
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おしらせ

最新の情報はSNSで！
フェイスブック

Facebook

きのこのもり みんなのひろば

インスタグラム

Instagram

きのこのもり みんなのひろば

＊きのこのもり＊ ＊みんなのひろば＊

◆開館時間
　平　　日　9時～12時、13時～15時、　　　
　　　　　　15時～17時
　土日祝日　10時～12時、14時～16時
◆申込み・問合せ先　きのこのもり
　☎ 6 7 5・ 2 1 5 0

◆開館時間
　平　日　10時～12時（未就園児親子10組程度）
　　　　　14時～16時30分（小中高生　予約なし10人程度）
　土日祝日　10時～12時、14時～16時30分
◆申込み・問合せ先　みんなのひろば
　☎ 6 8 0・1 3 1 1

児童館コーナー ※行事・イベント等は新型コロナウイルス
　感染症の拡大状況によって、中止する場
　合があります。

　ダンボールのそりを使って、芝すべりを楽
しみます。暖かいお外でみんなで元気に遊び
ましょう。
◆日　時　3月16日（水）　
　　　　　10時30分～11時30分
◆場　所　鬼怒グリーンパーク駐車場（集合・解散）
◆対　象　歩ける幼児親子
◆定　員　10組
◆持ち物　飲み物、手拭きタオル
◆申込方法　来館または電話申込み
◆申込期間　3月2日（水）10時～
※汚れてもよい服装、または着替えを用意して
ください。荒天時は館
内行事に変更します。

　3月のクラス行事を紹介します。親子で一緒
に楽しみましょう！

◆日　時　3月8日（火）10時30分～11時
◆定　員　1～2歳児親子8組（受付中）

～お外で芝すべりをしよう～

　1 月 31 日（月）～2 月 3 日（木）の 4 日間で、
のべ 25 組 57 人の親子が「豆まき会」を楽しみま
した。
　おにのパンツの歌遊びや「おには外！福は内!!」
とボールをたくさん投げて、ひろばの鬼退治を
しました。
　鬼さんと一緒にみんなで楽しかったね！
　　　　　　　　　　　　　みんなのひろば

豆まきウィーク！

タンタン①

◆日　時　3月22日（火）10時30分～11時
◆定　員　2歳児～未就学児親子8組（受付中）

タンタン②

※行事の内容は予約の際に確認してください。
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おしらせ

国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者の皆さん
人間ドック・脳ドックの助成制度のご案内

◆対象者
○国民健康保険の加入者
満35歳以上で、保険税が完納または完納見込み
の世帯
○後期高齢者医療制度加入者
　保険料が完納または完納見込みの人
◆申請受付期間
　　月　日（火）～令和　年　月31日（火）3 1 5 1
◆助成対象期間
　　月　日（金）～令和　年　月31日（金）4 1 5 3
◆助成額
　　人25,000円（助成対象期間中に　回のみ）1 1
◆申請方法
　指定医療機関に直接連絡、予約後、検診日の　3
週間前までに住民課で申請してください。申請用
紙は住民課保険年金係窓口か町ホームページから
入手できます。

○指定医療機関・検診費用（消費税込） （単位：円）
自己負担額助成額費用指定医療機関（電話番号）利用

区分

19,00025,00044,000黒須病院
（028－681－8811）

日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク

17,46025,00042,460栃木県保健衛生事業団
（028－623－8282）

19,33025,000（男）44,330栃木県済生会宇都宮病院
（028－643－4441）※1 22,63025,000（女）47,630

17,35025,00042,350宇都宮セントラルクリニック
（028－657－5215）

17,02025,00042,020宇都宮記念病院総合健診センター
（028－625－7831）

19,00025,00044,000国際医療福祉大学塩谷病院
（0287－44－1322）

16,80025,00041,800宇都宮東病院
（028－683－5771）

16,800
25,000

（男）41,800国際医療福祉大学病院
（0287－37－2221） 27,800（女）52,800

30,00025,00055,000冨塚メディカルクリニック
（028－666－2555）

19,000
25,000

（男）44,000佐々木記念クリニック
（028－656－7117） 21,200（女）46,200

19,55025,00044,550鷲谷病院
（028－648－0484）

42,43025,00067,430栃木県済生会宇都宮病院
（028－643－4441）※1

一
泊

※通院のみ
38,80025,000※通院のみ

63,800
国際医療福祉大学塩谷病院
（0287－44－1322）

42,320
25,000

67,320
宇都宮記念病院総合健診センター
（028－625－7831） 宿泊しない場合

34,620
宿泊しない場合

59,620
39,900

25,000
（男）64,900国際医療福祉大学病院

（0287－37－2221） 50,900（女）75,900

自己負担額助成額費用指定医療機関（電話番号）利用
区分

20,10025,00045,100藤井脳神経外科病院
（028－673－6211）

脳
ド
ッ
ク

19,00025,00044,000国際医療福祉大学塩谷病院
（0287－44－1322）

13,50025,00038,500宇都宮東病院
（028－683－5771）

19,55025,00044,550宇都宮セントラルクリニック
（028－657－5215）

19,22025,00044,220宇都宮記念病院総合健診センター
（028－625－7831）

19,00025,00044,000国際医療福祉大学病院
（0287－37－2221）

2,50025,00027,500冨塚メディカルクリニック
（028－666－2555）

24,50025,00049,500佐々木記念クリニック
（028－656－7117）

15,15025,00040,150鷲谷病院
（028－648－0484）

30,33025,00055,330栃木県済生会宇都宮病院
（028－643－4441）※1

43,20025,00068,200宇都宮東病院
（028－683－5771）

総
合
ド
ッ
ク　

※
2

41,00025,000　66,000国際医療福祉大学塩谷病院
（0287－44－1322）

52,55025,00077,550宇都宮セントラルクリニック
（028－657－5215）

46,72025,00071,720宇都宮記念病院総合健診センター
（028－625－7831）

43,200
25,000

（男）68,200国際医療福祉大学病院
（0287－37－2221） 54,200（女）79,200

46,50025,00071,500佐々木記念クリニック
（028－656－7117）

44,85025,00069,850鷲谷病院
（028－648－0484）

※　　栃木県済生会宇都宮病院の電話番号は予約専用です。1
受付時間は平日13時から17時です。

※　　総合ドックは、人間ドック（日帰り）と脳ドックの両2
方の項目が含まれています。

◆申請時に必要なもの
・保険証
・印鑑（本人申請の場合は印鑑不要）
・運転免許証等の本人確認書類
◆注意事項
・人間ドックと脳ドックのいずれかのみ助成が受
けられます。

・人間ドックや脳ドック、総合ドックを受診する人
は、町の特定健診やシルバー健診、ヤング健診
を受けられません。

・指定医療機関で受診する前に、住民課で申請して
ください。

・詳細は町ホームページをご覧ください。
◆申請・問合せ先　住民課　保険年金係
　緯６７５・８１４１

町ホームページ



広報たかねざわ（2022・　月号）39

Information

5,000円窓口負担割合1割のとき　①

10,000円窓口負担割合2割のとき　②

5,000円負担増　③（②－①）

3,000円窓口負担増の上限　④

2,000円払い戻し等　（③－④）

後期高齢者医療制度（75歳以上の人等）に関するお知らせ
10月から医療費の窓口負担割合が変わります

　10月　日から、医療費の窓口負担割合が　割の一般所得者のうち、一定以上所得のある人は、医療費の1 1
窓口負担割合が　割に変わります。2

変更前（　月30日まで）9

医療費
負担割合区分

　割3現役並み所得者

　割1一般所得者等

変更後（10月1日から）

医療費
負担割合区分

　割3現役並み所得者

　割2一定以上所得の
ある人

　割1一般所得者等

閣
※住民税非課税世帯
の人は基本的に　割1
負担となります。

｝
県の

被保険者全体
の約20％

　窓口負担割合は、75歳以上の人の課税所得や年金収入をもとに、世帯単位で判定します。
※令和　年中の所得をもとに、　 月頃から判定が可能になります。3 8
　判定後、　 月頃に被保険者証を送ります。9

負担が増えた人への配慮措置があります

●10月　日の施行後　年間（令和　年　月30日まで）は、　 割負担となる人について、外来医療の窓口1 3 7 9 2
負担割合の引き上げに伴う　ヶ月の負担増加額を3,000円までに抑えます。1
　※入院の医療費は対象外です。
●配慮措置の適用となる場合は、事前に登録されている高額療養費の口座へ後日払い戻します。
　※　割負担となる人で高額療養費の口座が登録されていない人には、 　～10月頃に申請書を郵送する2 9
予定です。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：　か月の医療費全体額が50,000円の場合1

問合せ先
○厚生労働省コールセンター
　緯０１２０・００２・７１９
（月曜日から土曜日の９時～18時）
○県後期高齢者医療広域連合
　緯６２７・６８０５
○住民課保険年金係　緯６７５・８１４１
【詐欺にご注意ください！】
　電話や訪問で口座情報登録をお願いすることや、
ATMの操作をお願いすることは絶対にありません。
　不審な電話があったときは、最寄りの警察署や警
察相談専用電話（緯＃9110）、または消費生活セン
ター（緯188）に連絡してください。
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木 金 土 施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きのこのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

道の駅たかねざわ　元気あっぷむら　☎676-1126

ちょっ蔵広場 ☎675-0004

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

元

工

ち

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933

仁

保

図

役

上

…健康 …役所 …図書館…学校文 …休日当番医

今月の納期限

今月の口座振替

◆開庁時間
8 時30分から17時15分
※土・日・祝日・年末年
始はお休み

●3月 1日（火）
　学校給食費（3月分）
●3月 28日（月）
　水道料金（西部地区）
　下水道使用料（宝積寺処理区）
　保育料（3月分）

●3月 31日（木）
　国民健康保険税（9期）
　介護保険料（9期）
　後期高齢者医療保険料（9期）

ことばの相談（要予約）保
こころの相談（要予約）保
栄養相談（要予約）保

1歳6ヵ月児健診
（対象R2.8月生まれ）保

保こども相談（要予約）

保こども相談（要予約）

NIKO♡NIKO教室（要予約）
10：00～　13：30～ 保

10ヵ月児健診
（対象R3.5月生まれ）保

★新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、水曜日に実施している窓口延長業務
（住民課、税務課、水道料金センター）を当面の間休止します。
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55
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月

◆今月のごみ収集日
ペットボトル・
容器包装プラスチック古紙カン・ガラス・

不燃物
資源びん・

容器包装プラスチックもえるごみ収集地区

14日（月） 7日（月）21日（月・祝）28日（月）水・土宝積寺（西町・中台・宝上・宝中・宝下・石神・さぎのや）①

15日（火） 8日（火）22日（火） 1日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

 9日（水） 2日（水）16日（水）23日（水）水・土上高（南部・中部・東部・台の原・西根・金井）・栗ヶ島・
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

 9日（水） 2日（水）16日（水）23日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 3日（木）24日（木）10日（木）17日（木）火・金宝積寺（東町北区・東町中区・東町南区）・
フローラルアベニュー・石末（天神坂・石末原）⑤

25日（金）18日（金） 4日（金）11日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

◆問合せ先　環境課　緯６７５・８１０９
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日 月 火 水

町のうごき
令和 4年 2月 1日現在

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口

男）内（ 
       女

世帯
人
人
人

12,733
29,316
15,361
13,955

前月比
－13
－34
－26
－  8

菅又病院［花岡］　☎676-0311

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

春分の日家庭の日

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

越井クリニック［光陽台］
☎680－1133

改 ホ休館

元休館
保

3歳児健診
（対象H31.2月生まれ）

関根クリニック［光陽台］
☎612-7015

改 民 工図 仁 上休館 ホ

改 民 工図 仁 上休館 ホ

民 元工休館

改 民 工図 仁 上休館 ホ

保
結果説明会
（対象：1/27、1/28受診者）

離乳食教室（要申込）
（対象：R3.8 月生まれ）

受付 9：45～10：00 保

2歳児歯科健診
　　  （対象：R2.2 月生まれ） 保

保
4ヵ月児健診

（対象R3.11月生まれ）

　休日当番医を利用する際、発熱や風邪症状のある
人は受診前に必ず電話でご相談ください。感染予防
のため直接の来院は控えてください。

～塩谷郡市医師会からのお願い～
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し の ーらく ダンレカ3月月

◆生涯学習関連施設の使用抽選
9月分町民ホール
6月分町民広場スポーツ施設・石末運動場・武道館
5月分仁井田体育館

4月分
情報の森テニスコート
学校体育施設（夜間）
キリン体育館・運動場

　月15日（火）〜19日（土）3◆使用抽選申込期間
　月20日（日）3◆自動抽選日
生涯学習課　緯６７５・３１７５◆問 合 せ 先
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おしらせ

　毎年　月に実施している特定3
健診の申込方法が変更になりま
す。
　　月下旬に特定健診の申込み3
に必要な「往復はがき」を発送
します。特定健診を受ける人は、
はがきに必要事項を記入して、
ポストに投函してください。
※特定健診の案内（黄色い封筒）
は発送しません。
◆対象者　国民健康保険被保険
者（40歳～74歳）と一部後期
高齢者の世帯

◆問合せ先　住民課保険年金係
緯６７５・８１４１

特定健診の案内方法が
「往復はがき」に変更

案
内

　エコパークしおやでは、搬入
されたごみのうち、再利用でき
る再生品を希望者に無料で提供
する事業を行います。
◆申込対象者　18歳以上で高根
沢町、矢板市、さくら市、塩
谷町に在住の人

◆申込期間（土日祝日を除く）
　　月　日（火）～　月23日（水）3 1 3
　　時～12時　13時～16時30分9
◆申込方法　エコパークしおや
管理事務所で直接申込み
※電話、郵送、代理での申込み
はできません。
※申込者が多数の場合は抽選を
行います。
◆問合せ先　塩谷広域行政組合
　エコパークしおや管理事務所
　緯０２８７・５３・７３７０

エコパークしおや
再生品の無料提供

案
内

　令和　年度の高根沢町元気4
あっぷハーフマラソン大会（日
本陸連公認）兼長距離走大会は
新型コロナウイルス感染症を考
慮し中止します。
　皆様のご理解とご協力をお願
いします。
◆問合せ先　マラソン大会事務
局（生涯学習課内）

　緯６７５・３１７５

元気あっぷハーフマラソン
大会の中止について

案
内

県ホームページ

◆問合せ先　産業課
　緯６７５・８１０４

　春は森林火災が発生しやすい
時期です。畦畔焼きが原因とな
る森林火災も多く発生していま
す。森林周辺では焚火やタバコ
等の後始末をお願いします。
火入れに係る許可について
　森林やその周囲　㎞以内で火1
入れを行う際は、森林法に基づ
く町長の許可が必要です。
　詳細は町ホームページまたは
産業課に問い合わせてください。

森林火災を予防しましょう案
内

栃木県自転車条例が
制定されました

案
内

町ホームページ

◆問合せ先　県くらし安全安心課
　緯６２３・２１８５

　自転車が関係する交通事故の
防止や被害者の保護を目的とし
た条例が制定されました。
　月　日（金）から4 1
・ヘルメットの着用（努力義務）
・自転車の点検整備（努力義務）
　月　日（金）から7 1
・自転車保険の加入（義務化）
　自転車損害賠償責任保険等の
加入状況をあらかじめ確認して
おきましょう。
　条例の詳しい内容は県のホー
ムページを確認してください。

　令和　年度の「高根沢町のご4
みの出し方～資源・ごみ収集の
お知らせ」を発行しました。
　新聞折込や町内の公共施設で
配布しています。アパート・マ
ンション等の集合住宅に住んで
いる人には、住宅の管理者から
配布されます。
　リサイクル促進のために、ご
みの分別にご協力ください。
◆問合せ先　環境課
　緯６７５・８１０９

令和　年度「ごみの出4
し方」を発行しました

案
内

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放
送予定の、「にっぽん縦断 ここ
ろ旅（2022春の旅）」は、皆さ
んからのお手紙で旅のルートを
決定します。そこで、町内の
「忘れられない場所、風景」にま
つわるお手紙を募集します。
◆放送日（栃木県分）
　　月23日（月）～27日（金）5
◆申込期限　　月　日（月）（必着）4 4
◆申込方法　
　FAXまたはネット申込み

◆申込み・問合せ先　
　ＮＨＫふれあいセンター
　FAX　０３・３４６５・１３２７
　緯０５０・３７８６・５０００

皆さんからのお手紙募集
「にっぽん縦断こころ旅」

募
集

申込みフォーム
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Information

地域包括支援センター
からのお知らせ

募
集寄付をいただきました報

告

たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆匿名 　4,192円
　　月31日現在合計額1

　129,301,629円
フードバンク（敬称略）
＜個人・団体＞
◆野中英士
◆栃木県立高根沢高等学校
◆匿名13件
＜フードドライブ＞
◆JAしおのや女性会
　250点84.5㎏
＜フードポスト＞
◆エコハウスたかねざわ
◆第一生命保険株式会社栃木支
社白沢営業オフィス

◆図書館　館3
◆役場（正面玄関）
◆福祉センター　米156㎏・イン
スタント・レトルト食品、缶
詰、調味料、生活必需品など
1,109点455㎏

◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

広報たかねざわに

広告掲載
　　  しませんか?

◆問合せ先　企画課　☎ 6 7 5 ・ 8 1 0 2

掲載料（1枠）
10,000円／回
規格
4.5cm×8.5cm
発行部数
10,000部

広告募集広告募集広告募集
広報たかねざわに

広告掲載
　　  しませんか?

◆問合せ先　企画課　☎ 6 7 5 ・ 8 1 0 2

掲載料（1枠）
10,000円／回
規格
4.5cm×8.5cm
発行部数
10,000部

広告募集広告募集広告募集

スポーツ結果報
告

第10回高根沢町グラウンド・ゴ
ルフ協会新春初打ち大会
優　勝　阿久津　岩雄
　　　　掃部　美津枝
準優勝　青木　秀夫
　　　　古口　和代

①オレンジカフェ
　認知症の人やその家族、認知
症に関心のある人など誰でも参
加できます。
◆日時　　月18日（金）3
　　　　14時～15時30分
◆場所　けやき館
　　　　（ケアハウスフローラ隣）
◆テーマ
「認知症の理解と安心して暮
らせるまちづくり」
・脳トレ体操
・介護予防体操
・相談会＆交流会

◆参加費　無料
②成年後見制度相談会
　認知症や障がい等で判断能力
が十分でない人の支援について、
司法書士が無料で相談に応じます。
◆日時　　月16日（水）3
　　　14時～16時

◆場所　図書館中央館
③ゆったり介護教室
◆日時　　月25日（金）3
　　　　10時～11時30分
◆場所　タウンセンター
◆対象　介護をしている家族
◆テーマ
　「入浴が困難な時の足浴・手浴
の効果」

　ベッドの上やイスに座ってで
きる足浴や手浴の方法、その効
果を紹介します。
◆参加費　無料
◆申込み・問合せ先
　西地域包括支援センター
　緯６８０・３５０３

　介護が必要な人に生活援助中
心のサービスを提供するために
必要な知識を学ぶ研修です。
◆募集期間　
　　月　日（火）～　月31日（火）3 1 5
◆定員　20人（年齢性別問わず）
◆日程　　～　月の毎週土曜日6 7
　　　　　時～17時（予定）9
※通信課程の課題提出や移動介
護実習があります。
◆場所　NPO法人グループ
　　　　たすけあいエプロン
◆受講料　　万円4
（町内・さくら市在住の人は無料）
◆申込み・問合せ先　NPO法人
　グループたすけあいエプロン
　緯６７６・１１００

介護の資格！
生活援助従事者研修

募
集

　町内の企業や事業所等から町
に、歩行者横断旗60本とその旗
を入れる旗入器12基を寄贈して
いただきました。
　寄贈いただいた事業所等の名
称は次のとおりです。
（敬称略・順不同）
◆株式会社荻原組
◆株式会社マルキ産業
◆小堀畳店
◆有限会社鶴見設備工業
◆有限会社直井組
◆有限会社永島瓦工業
◆問合せ先　地域安全課
　緯６７５・８１１０

道路横断用旗・旗入器を
寄贈していただきました

報
告
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一人で悩まず相談してください

　皆さんからの相談に、相談員が合同で誠実に対
応します。
◆日時　　月16日（水）　　時30分～12時3 9
◆場所　図書館中央館

問合せ先対応者相談内容

健康福祉課
緯６７５・８１０５人権擁護委員

【人権相談】
いじめ、差別等人権
侵害に関すること等

総務課
緯６７５・８１０１行政相談委員

【行政相談】
国・県・町などへの
意見や困りごと等

社会福祉協議会
緯６１２・３４４０民生委員【心配ごと相談】

生活上の悩みごと等

総合相談

　町民を対象とした相談会です。弁護士による専
門的で適切な助言指導を行います。
◆日時　　月11日（金）　 時30分～12時3 9
◆場所　福祉センター
◆定員　　人（　人30分程度）5 1
◆申込み　電話または来所にて申込み
　　　　（定員になり次第終了）

◆申込み・問合せ先（　時30分〜17時）8
　社会福祉協議会　緯６１２・３４４０

弁護士による無料法律相談

　県子ども若者・ひきこもり総合相談センター「ポ
ラリス☆とちぎ」の出張相談を開催します。
◆日時　　月16日（水）　10時～16時3
◆場所　改善センター
◆対象者　当事者と家族
◆申込方法
　前日までに電話で予約をしてください。
◆申込み・問合せ先
　健康福祉課　緯６７５・８１０５

ひきこもり相談

悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　
!!

　

来
月
4
月
か
ら
成
年
年
齢
が　

歳
18

に
な
り
ま
す
。
大
人
と
し
て
親
の
同

意
を
得
な
く
て
も
自
分
の
意
志
で
契

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

未
成
年
者
取
消
権
の
行
使
は
で
き
ず

ト
ラ
ブ
ル
に
は
自
分
で
対
処
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
成
年
に
な
っ
た
ば

か
り
の
若
者
を
狙
う
悪
質
な
業
者
も

い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
S
N
S
を
き
っ
か
け
と
し
た
ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

・「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
損
は
し
な
い
」

な
ど
、
S
N
S
広
告
副
業
サ
イ
ト
は

鵜
呑
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・「
学
生
証
」「
運
転
免
許
証
」「
健
康

保
険
証
」
な
ど
個
人
情
報
を
S
N
S

で
送
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
個
人
情
報
や
自
分
の
写
真
な
ど
身

元
が
分
か
る
書
き
込
み
は
安
易
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ブ
ラ
ン
ド
品
を
格
安
販
売
す
る
サ

イ
ト
で
代
金
の
先
払
い
は
偽
サ
イ
ト

を
疑
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
怪
し
い
副
業
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
し

な
い
。

・
副
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
で「
手
数
料
」

「
登
録
料
」を
請
求
さ
れ
た
ら
や
め
ま

し
ょ
う
。

・「
荷
受
け
代
行
」「
荷
物
転
送
」
は

犯
罪
に
加
担
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8

◆
借
金
を
指
示
さ
れ
強
引
に
迫
る
契

約
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
F
X
自
動
売
買
シ
ス
テ
ム
の
購
入

や
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
の
契
約
な

ど
高
額
な
契
約
料
を
、「
み
ん
な
借

り
て
い
る
」「
す
ぐ
取
り
戻
せ
る
」
な

ど
甘
い
言
葉
で
誘
惑
し
て
く
る
場
合

に
は
、「
お
金
が
な
い
」
と
言
う
の
で

は
な
く
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
毅
然
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
定
期
購
入

・
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
な
い
の
で
注
文
時
に
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
架
空
請
求

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た

場
合
、
請
求
元
に
連
絡
し
た
り
、
支

払
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
架
空
請
求
は
、
返
信
さ
せ
個
人
情

報
を
取
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

返
信
し
た
り
、
電
話
で
連
絡
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、中止する場合があります。
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Informationおしらせ

　

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
全
国
一

斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火

の
始
末
」
を
標
語
に
、
皆
さ
ん
の
防
火

防
災
に
関
す
る
意
識
や
防
災
行
動
力
を

高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、

火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

4
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

6
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、

　

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

10
③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ

び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
切
な
維
持

管
理
が
必
要
で
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
や
煙

な
ど
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警
報
音
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
火
災
の
早
期

発
見
に
大
変
有
効
で
す
。

　

住
宅
火
災
警
報
器
が
適
切
に
作
動
す

る
か
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て
確

認
し
、
定
期
的
に
ほ
こ
り
な
ど
を
ふ
き

取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
本
体
の
交
換
目
安
は　

年
で
す
。

10

◆
問
合
せ
先

　
塩
谷
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　

緯
0
2
8
7
・
4
0
・
1
1
2
9

◆
「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」
と
は

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
「
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
」
を
利
用

し
て
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ
た
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け
で
、
時
間
や

場
所
を
問
わ
ず
税
金
等
が
納
付
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

利
用
方
法
は
、
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
で
き
る
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

①
L
I
N
E　

P
a
y

◆
利
用
限
度
額　

5
万
円
未
満
／
1
回

　
（
②
〜
⑤
は
4
月
か
ら
利
用
可
能
）

②
P
a
y 
P
a
y

◆
利
用
限
度
額　
　

万
円
未
満
／
1
回

30

　
　

万
円
以
下
／
1
日

50

③
a
u　

P
A
Y

◆
利
用
限
度
額　
　

万
円
以
下
／
1
回

25

　
　

万
円
以
下
／
1
日

50

④
ゆ
う
ち
ょ
P
a
y

◆
利
用
限
度
額　

　

万
円
以
内
／
1
日

30

※
事
前
に
設
定
し
た
利
用
限
度
額
ま
で

⑤
P
a
y 
B

◆
利
用
限
度
額　
　

万
円
以
下
／
1
日

30

※
一
枚　

万
円
以
上
の
納
付
書
は
、

30

「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」を
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
す

町
税
等
の
「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」
に
つ
い
て

◆
「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」
で
納
付
で

き
る
も
の

　

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料

◆
注
意
事
項

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合

は
、
役
場
や
金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

・「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」で
納
付
す
る

場
合
は
、
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。
納
付
の
履
歴
は
ア
プ
リ
の
決

済
履
歴
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
」で
納
付
済
み

の
納
付
書
を
使
っ
て
、
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
二
重

に
支
払
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

税
務
課　
　

緯
6
7
5
・
8
1
2
4

　

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
5
6
0
0
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塩
谷
郡
市
医
師
会
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
毎
年
テ
ー
マ

を
変
え
て
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
2
0
2
0
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
度
も
新
型
感
染

症
が
続
い
て
い
る
た
め
、

市
民
公
開
講
座
を
Y
o
u

t
u
b
e
で
配
信
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
で
す
。

　

講
演
は
2
部
に
分
か
れ

て
お
り
、
第
1
部
は
本
医

師
会
顧
問
の
岡
一
雄
先
生

に
よ
る
「
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」、

第
2
部
は
メ
デ
ィ
ア
で
も

大
活
躍
の
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
倉
持
呼
吸
器
内
科
の
倉

持
仁
先
生
に
よ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
」
で
す
。

第

回
塩
谷
郡
市
医
師
会
市
民
公
開
講
座

16新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
Q
R
コ
ー
ド
を

読
み
取
れ
ば
簡
単
に
視
聴

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご

視
聴
く
だ
さ
い
。
な
お
、

Y
o
u
t
u
b
e
配
信
は
、

3
月
1
日
（
火
）　

時
か

12

ら
と
な
り
ま
す
。

▼ご視聴はこちらから

文
芸
コ
ー
ナ
ー

column コラム

作
品
募
集　

締
切
…
毎
月　

日　

応
募
先
…
企
画
課

25

　

掲
載
時
に
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

短
歌　

町
文
化
協
会
短
歌
会
選

歓
声
の
中
を
投
打
の
二
刀
流

　

日
本
の
誇
り
世
界
の
誇
り 

村
松
永
依
子
（
宝
積
寺
）

 
秋  
桜 
の
道
を
親
子
で
タ
ン
デ
ム
の

こ
す 
も
す

　

ペ
ダ
ル
漕
ぎ
ゆ
く
今
が
至
福
と 

鈴
木　

伍
郎
（
宝
積
寺
）

大
根
の
輪
切
り
千
切
り 
銀
杏 
切
り

い
ち
ょ
う

　
 
冬  
陽 
あ
つ
め
て
カ
ラ
カ
ラ
乾
く 

赤
羽　

孝
子
（
上
高
根
沢
）

ふ
ゆ 

ひ

海
鳥
の
群
れ
飛
ぶ
浜
を
波
洗
い

　

日
立
の
駅
舎
に 
元  
朝 
の 
光  

水
谷　

兄
子
（
宝
積
寺
）

が
ん 
ち
ょ
う 

か
げ

目
に
見
え
ぬ
ほ
ど
の 
膨 
み　

確
か
な
る

ふ
く
ら

　

明
日
を
迎
え
る 
白  
梅 
の
か
た
ち 

坪
山　

淑
子
（
宝
石
台
）

し
ら 
う
め

俳
句　

町
文
化
協
会
俳
句
会
選　

月
よ
り
も 
漁 いさり 
火 
遠
し
冬
の
浜 

松
山　

増
美
（
宝
積
寺
）

び

 
故 ふる 
郷 
は
し
も
つ
か
れ
あ
り
一
の

さ
と

 
午  

森
野
マ
ロ
ン
（
宝
積
寺
）

う
ま

 
元 がん 
朝 
や

ち
ょ
う

 
白 しろ 
割 かっ 
烹 ぽう 
着 
の
は
は
を

ぎ

 
恋 
ひ 

佐
藤　

典
子
（
宝
石
台
）

こ

新
設
の
い
ち
ご
学
科
や
山
笑
ふ 

伏
木　

友
子
（
上
阿
久
津
）
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・
図
書
館
中
央
館

　

毎
月
第
2
水
曜
日
（
4
月　

日
）

13

　

毎
月
第
4
水
曜
日
（
4
月　

日
）

27

◆
時
間　
　

時
〜　

時　

分

10

11

45

◆
対
象　
　

歳
以
上

60

◆
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
操
、
脳
ト

レ
、
血
圧
測
定
、
講
話

◆
定
員　

各
場
所　

人
20

◆
受
付
開
始　
3
月　

日
（
月
）
9
時
〜

28

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

緯
6
7
5
・
6
9
5
3

楽
し
く
認
知
症
予
防

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
参
加
者
募
集

◆
場
所
・
開
催
日
（
初
回
開
催
日
）

○
2
週
間
隔
開
催

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

火
曜
日
A
コ
ー
ス
（
4
月
5
日
）

　

火
曜
日
B
コ
ー
ス
（
4
月　

日
）

12

　

木
曜
日
C
コ
ー
ス
（
4
月
7
日
）

　

木
曜
日
D
コ
ー
ス
（
4
月　

日
）

14

○
月
1
回
開
催

・
仁
井
田
ふ
れ
あ
い
広
場

　

毎
月
第
1
水
曜
日
（
4
月
6
日
）

・
上
高
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

毎
月
第
3
水
曜
日
（
4
月　

日
）

20

◆
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度

　

政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級

表
の
1
級
・
2
級
の
い
ず
れ
か
の
状
態

で
あ
る
こ
と
。

※
障
害
基
礎
年
金
の
障
害
等
級
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
な
ど
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
合
せ
先
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

住
民
課
保
険
年
金
係

　

緯
6
7
5
・
8
1
4
1

ご
存
じ
で
す
か
?

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
加

入
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
生
活
が
制
限
さ

れ
て
し
ま
っ
た
人
が
受
給
で
き
る
年
金

で
す
。
対
象
と
な
る
障
が
い
に
は
、
外

部
障
が
い
の
ほ
か
、
精
神
障
が
い
や
内

部
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

・
初
診
日
の
2
ヶ
月
前
か
ら
過
去
1
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
人

・
初
診
日
の
2
ヶ
月
前
ま
で
に
、
保
険

料
の
納
付
ま
た
は
免
除
期
間
が
全
加

入
期
間
の
3
分
の
2
以
上
あ
る
人

◆
募
集
人
員　
　

人
10

◆
応
募
締
切　

5
月
6
日
（
金
）
必
着

※
応
募
方
法
は
、
下
館
河
川
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
都
市
整
備
課
に
備
え

付
け
の
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
要

綱
」
を
確
認
し
、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
・
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
占
用

調
整
課
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

　
　

緯
0
2
9
6
・
2
5
・
2
1
5
1

地
域
の
河
川
を
見
守
り
ま
し
ょ
う

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ
し
く

見
守
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

◆
活
動
期
間　

7
月
1
日
〜
令
和
6
年

　

6
月　

日
（
2
年
間
）

30

◆
活
動
範
囲

　

国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
が
管

轄
す
る
鬼
怒
川
で
日
常
生
活
の
中
で
無

理
な
く
活
動
で
き
る
範
囲

◆
応
募
資
格

　

活
動
範
囲
の
河
川
か
ら
5
㎞
以
内
に

居
住
す
る
満　

歳
以
上
の
人

20

◆
手
当　
実
費
程
度（
通
信
・
連
絡
費
程
度
）

◆
申
込
方
法　

W
E
B
（
ス
ポ
あ
ん

ネ
ッ
ト
）
ま
た
は
足
利
銀
行
窓
口
に

設
置
の
加
入
依
頼
書
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
令
和
5
年
度
か
ら
W
e
b
加
入
の
み

に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
?

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
行
う
4
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
団
体
が
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
で
す
。

◆
補
償
内
容

・
傷
害
保
険

・
賠
償
責
任
保
険

・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

◆
保
険
期
間
（
令
和
4
年
度
）

　

4
月
1
日
〜
令
和
5
年
3
月　

日
31

◆
申
込
期
間　

3
月
1
日
（
火
）
か
ら

スポーツ安全協会
ホームページ

◆
問
合
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

緯
6
1
2
・
5
1
7
8

詳しい内容は、
ホームページを
ご覧ください。

Informationおしらせ
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歴
史
民
俗
資
料
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

◆
開
館
時
間

　

中
央
館　

9
時　

分
～　

時

30

19

　

仁
井
田
分
館
・
上
高
根
沢
分
館

　
　
　
　
　

9
時　

分
～　

時

30

18

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

　

年
末
年
始
、
特
別
整
理
日

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

♪
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

お
は
な
し
か
い
の
お
知
ら
せ

◆
日
時　

3
月　

日
（
日
）

20

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

11

11

30

◆
定
員　

4
組
（
1
組
3
名
ま
で
）

◆
場
所　

中
央
館
和
室

※
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

3
月
の
展
示

「
新
生
活
を
楽
し
く
迎
え
よ
う
！
」

　

い
よ
い
よ
来
月
か
ら
新
年
度
で
す
！

充
実
し
た
楽
し
い
新
生
活
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
色
々
な
準
備
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

お
金
の
使
い
方
テ
ク

《
山
内　

貴
博
／
著　

朝
日
新
聞
出
版

／
編
著　

朝
日
新
聞
出
版
》

　

今
ま
で
お
金
の
勉
強
を
す
る
機
会
の

な
か
っ
た
人
へ
向
け
て
、
身
近
な
銀
行

預
金
の
こ
と
か
ら
、
投
資
、
相
続
ま
で

一
通
り
の
お
金
の
知
識
を
解
説
し
ま
す
。

　

小
学
校
入
学
前
後
の
子
ど
も
が
知
っ

て
お
く
と
学
校
生
活
を
安
心
し
て
送
る

こ
と
が
出
来
る
知
識
な
ど
、
全
3
6
6

項
目
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
し
ま

す
。

Information おしらせ

◆
入
館
料　

無
料

◆
開
館
時
間　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日　

月
曜
日
、　

日
（
火
）

22

◆
問
合
せ
先　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
6
7
5
・
7
1
1
7

小
学
生
に
な
っ
た
ら
図
鑑

《
長
谷
川　

康
男
／
監
修　

ポ
プ
ラ
社
》

企
画
展「
卒
業
記
念
展
～
あ
り
が
と
う
、

学
校
」

3
館
で
有
償
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

設
置
し
て
い
ま
す
！

　

月
ご
と
に
資
料
の
種
類
を
替
え
、
有

償
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
月
は
、
絵
本
・
雑
誌
を
販
売

し
ま
す
。
1
点
ご
と
の
販
売
で
は
な
く
、

本
を
入
れ
る
袋
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
販
売

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

3
月
9
日
は
町
内
中
学
校
の
卒
業

式
で
す
。
未
来
へ
は
ば
た
く
卒
業
生

た
ち
が
美
術
の
授
業
で
作
成
し
た
篆

刻
を
添
え
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
し
た
作
品
は
、
5
年
後
の
成

人
式
の
時
に
ご
本
人
に
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
お
よ
び
令
和

二
年
度
の
卒
業
記
念
作
品
展
が
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
今
回
併
せ
て
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　

3
月　

日
（
日
）
～　

日
（
木
）

13

31

企
画
展
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
お
知
ら
せ

　

4
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
企
画

展
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
ス
タ
ン
プ

が
5
個
以
上
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
資

料
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。　

個
全
部
集
め
た
方

10

に
は
、
コ
ン
プ
リ
ー
ト
賞
と
し
て
さ

ら
に
景
品
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
も
実
施
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
期

間
中
は
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
期

間
中
は
、入
館
者
の
人
数
を
制
限
し
ま

す
。

「 
会  
橋  
久  
保 

か
い 
ば
し 

く 

ぼ 
経 きょう 
塚 づか 
経 きょう 
碑 
」
が
町
指
定
文

ひ

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

今
回
指
定
さ
れ
た
「
会
橋
久
保
経
塚

経
碑
」
は
、
令
和
元
年
に
同
じ
く
指
定

さ
れ
た
「
会
橋
久
保
経
塚
経
石
及
び
古

銭
」
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
経
塚
の
頂
上

に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

経
碑
の
碑
文
の
内
容
と
経
塚
に
埋
納

さ
れ
て
い
た
二
千
六
十
三
個
の
墨
書
石

経
か
ら
、
江
戸
時
代
中
頃
の
宝
積
寺
村

の
念
仏
供
養
の
実
態
や
法
華
経
の
書
写

供
養
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き

る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら

町
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、

保
存
・
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
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Town Topicsタウントピックス

　 小  堀  輝  夫 さんは、南区公民館での防犯教室や、
こ ぼり てる お

学童の下校時間のパトロールなど、長年にわたり
交通安全に関する活動に取組み、交通事故防止に
大きく貢献したことから、緑十字銀章交通安全功
労者表彰を受章されました。
　役場を訪れ、表章を 加  藤  公  博 町長に伝えた小堀

か とう きみ ひろ

さんは、「皆さんの協力があって長く努めること
ができました。これからもできる限り交通安全に
取り組んでいきたいです」と話していました。

 小 
こ

 堀  輝  夫 さんが交通安全功労者章を受章
ぼり てる お

　　月28日、町内中学校で松谷正光ドリーム事業1
「夢見る授業」 谷  真  海 オンライン講演会を実施しま

たに ま み

した。
　 谷  真  海 さんは、走り幅跳びの選手として2004年

たに ま み

アテネパラリンピック、2008年北京パラリンピッ
クに出場しました。また、2013年の国際オリン
ピック委員会の総会では、プレゼンターとしてス
ピーチを行い、2020年東京オリンピック・パラリ
ンピック招致に貢献されています。その後、トラ
イアスロンに転向し出場した東京パラリンピック
では、多くの人に夢と感動を与えてくださいました。

　谷さんは講演会で、自身の闘病生活やパラリン
ピック出場などの経験について話し、「つらいと
き、苦しいときに、あきらめずに一歩踏み出す勇
気を持ってほしい」と生徒たちに伝えました。
　講演会を聞いた生徒は「これからは、どんなに
辛いことがあっても、前に進むという気持ちを
もって何事にも挑戦して頑張りたい」と話してい
ました。

松谷ドリーム事業「夢見る授業」

　　月29日、道の駅たかねざわ　元気あっぷむら1
で、町内産のお米を使った純米大吟醸酒「翠のひ
と刻」のお披露目会が開催されました。
　この日本酒は、栽培が難しいと言われている酒
米（酒造好適米の山田錦）の生産に町青少年クラ
ブ（　Hクラブ）が中心となって挑戦し、完成し4
たものです。若手農業者を中心に、酒米の生産か
ら日本酒の製造・販売まで行った町内産日本酒づ
くりの取組みは、地産地消の活動として県から高く
評価され「とちぎ地産地消夢大賞」の優秀賞を受賞
しています。
　「翠のひと刻」は道の駅たかねざわ　元気あっぷ
むら内直売所などで販売されています。

「 翠 のひと
すい

 刻 」お披露目会
とき



　  広報たかねざわ 3 月号（令和 4年 3月 1日発行）№748　■企画編集：高根沢町企画課
〒329－1292 栃木県塩谷郡高根沢町大字石末2053　☎028－675－8102　FAX028－675－2409
ホームページ　https://www.town.takanezawa.tochigi.jp/　E-mail kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp本紙は環境に配慮し植物油

インキを使用しています。

◀

野中　悠晴（ゆうせい）ちゃん
平成29年　月11日（上高根沢）3
一平さん・沙緒莉さんの子

HAPPY　
BIRTHDAY
　満　歳までのアイドルを募集しています。　 人　回の掲載です。5 1 1
誕生月（掲載月）の　ヶ月前から前の月の　日まで受け付けます。3 5
ご希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

第15回　ひょうたん展示会
－小学生作品展－

〒329-1212　高根沢町上柏崎588-1
E-mail　event@genkiupmura.com

TEL：028-676-1126

◆休館日　3月 8日（火）・22 日（火）

◆申込み・問合せ先 道の駅たかねざわ 元気あっぷむら 公式ホームページ FacebookInstagram

◆日　時　 3月26日（土）～27日（日）
　　　　　10時～17時
◆会　場　多目的ホール
◆入場料　無料

　1月の開催に引き続き、小学生作品
の展示をします。
　ぜひご来場ください。

　

3
月
は
日
本
の
気
象
庁
の
区
分

で
「
春
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。
と

は
い
え
、
気
分
は
ま
だ
ま
だ
「
冬
」

で
す
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

暑
い
「
夏
」
よ
り
も
、
寒
い
「
冬
」

の
方
が
好
き
で
す
。
寒
い
日
に
こ

た
つ
で
ぬ
く
ぬ
く
す
る
と
温
か
く

て
幸
せ
で
す
よ
ね
。
ち
な
み
に
何

気
な
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
た

た
ま
る
意
味
の
「
ぬ
く
ぬ
く
」
は

漢
字
だ
と
「
温
温
」
と
書
き
ま
す
。

初
め
て
漢
字
表
記
を
見
た
と
き
は

「
お
ん
お
ん
」と
読
む
の
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
が
「
冬
」
を
好
き
な

理
由
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
夏
よ
り
も
冬
の
方
が
痩
せ

や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
冬
は
気
温

が
低
く
、
人
の
体
温
も
必
然
的
に

下
が
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
体

は
体
温
を
上
げ
よ
う
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
「
代
謝
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
代
謝
が
上
が
る
と
脂
肪
を

燃
焼
し
や
す
い
の
で
、
よ
り
痩
せ

や
す
く
な
る
と
い
う
体
の
仕
組
み

で
す
。

　

夏
は
暑
さ
で
た
く
さ
ん
汗
を
か

く
の
で
、
痩
せ
や
す
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
冬
の
方
が

痩
せ
や
す
い
ん
で
す
！

　

も
う
す
ぐ
温
か
い「
春
」が
や
っ

て
来
ま
す
。
ま
だ
寒
さ
が
残
る
今

の
う
ち
に
、
効
率
よ
く
運
動
し
て

お
き
た
い
で
す
。 

（
し
ろ
）




